
 
 
 
 

 2015 春闘・第 4 回進ちょく状況調査  

賃賃金金引引上上げげ、、生生活活改改善善をを！！  

依依然然ととししてて 77 割割弱弱がが闘闘争争継継続続  

１.要求提出状況 

 第 4 回進ちょく状況調査には、別表の 20 単産から報告が寄せられ、交渉単位で 2537 組合の集

計となっています。 
 5 月 15 日段階で要求提出が確認できた組合は、調査組合の 67%にあたる 1699 組合です。単産

別に要求提出率をみると、100%達成は、第 3 回調査（4 月 20 日現在）同様に、合同繊維、検数労

連、通信労組、全損保、郵政ユニオンの 5 単産で、9 割台が全倉運（97.5%）、金融労連（93.8%）

の 2 単産、8 割台が民放労連（86.4%）、出版労連（83.5%）、映演労連（80%）の 3 単産、7 割台が

化学一般労連（79.6%）、JMIU（79.3%）、特殊法人労連（77.8％）の 3 単産と続いています。 
 第 3 回調査（20 単産・1653 組合・65%）からは全体で 46 組合・2%の増加となっています。こ

の間、全農協労連（15.4 ㌽増）で要求提出率を大きく伸ばしたほか、民放労連（4 ㌽増）、全倉運

（2.5 ㌽増）、全印総連（2 ㌽増）、建交労（1.6 ㌽増）、化学一般労連（1.1 ㌽増）で僅かに要求提出

率が上昇しています。 
 前年同期（2014 年 5 月 19 日現在：21 単産・2145 組合・67.9%）と比べると要求提出率は 0.9
㌽下回っています。要求提出率 100%の 5 単産や JMIU、全倉運、全印総連、出版労連で前年同期

微増もしくは同率となっているものの、過半数以上の 11 単産が前年同期を下回る状況となってい

ます。 

2.ストライキ権確立状況 
 調査組合のうち、ストライキ権を確立したのは、1145 組合・50.5%となっています。第 3 回調査

（1138 組合・50%）からは 7 組合・0.5 ㌽増と僅かな増加にとどまっています。 
全組合でストライキ権を確立しているのは、検数労連、通信労組、全損保、郵政ユニオンの 4 単

産で、これに建交労（71.8%）、JMIU（62.2％）、合同繊維（60%）、日本医労連（58%）、特殊法

人労連（55.6%）と続いており、前回調査から大きな変化はありません。 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 15 日、加盟全単組を対

象とした 2015 年春闘における第 4 回目の「春闘進ちょく状況」調査を実施し、20 単産（2537

組合）からの報告をまとめました。 
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前年同期（1377 組合・48.1%）との比較では、率で 2.4 ㌽上回っています。単産別にみると、日

本医労連（36 組合・10.5 ㌽増）、全農協労連（23 組合・10 ㌽増）をはじめ、建設関連労連、全倉

運、全印総連、金融労連で前年同期と比べストライキ権確立を増やしています。 
 

３.回答引出し状況 
 要求提出した 1699 組合のうち、回答を引き出した組合は 1115 組合・65.6％となりました。 
 回答引出し率 100%の単産は、検数労連、通信労組、郵政ユニオン、特殊法人労連の 4 単産で、

引出し率の上位には、民放労連（95.4%）、全印総連（93.3%）、全倉運（89.7%）、映演労連（87.5%）、

化学一般労連（87.8%）、出版労連（86.4%）、JMIU（85.3%）、日本医労連（83.9%）、合同繊維（80%）、

生協労連（77.6%）と続いています。 
 第 3 回調査（991 組合・60%）からは、全体で 124 組合・5.6 ㌽上昇しています。春闘後半戦に

交渉が本格化する全農協労連（前回調査比 30 組合・14.5 ㌽増）や金融労連（同 5 組合・11.2 ㌽増）

や 4 月 22 日にストライキを構え交渉に臨んだ映演労連（同 4 組合・50 ㌽増）、5 月 14 日を自主交

渉打ち切り日に設定した全損保（同 3 組合・25 ㌽増）などで回答が引き出されたほか、建交労（同

17 組合・4.2 ㌽増）、JMIU（同 7 組合・3.6 ㌽増）、化学一般労連（同 2 組合・1.5 ㌽増）、合同繊

維（同 2 組合・40 ㌽増）、全倉運（同 5 組合・10.8 ㌽増）、生協労連（同 4 組合・9 ㌽増）、全印総

連（同 9 組合・12.3 ㌽増）、民放労連（同 5 組合・0.2 ㌽増）、出版労連（同 2 組合・2.4 ㌽増）、日

本医労連（同 29 組合・9 ㌽増）など各単産で回答引出しが進んでいます。 
 前年同期（1343 組合・62.6%）と比べると、回答引出し率は 3 ㌽増と微増しています。化学一

般労連（3 組合・1.7 ㌽増）、全印総連（7 組合・8.8 ㌽増）、日本医労連（9 組合・8.6 ㌽増）など

で前年同期を上回っています。 

４.回答引出し状況 
 ＜定昇制度あり＞の職場（回答 662 組合）では、「定期昇給＋ベア」回答を引き出した組合は、

回答組合中 28.7％にあたる 190 組合となりました。 
前回調査（169 組合・29.3％）から組合数では 21 組合増えましたが、割合では 0.6 ㌽減となっ

ています。前年同期（157 組合・21.8％）との比較では 33 組合・6.9 ㌽増と前進しています。 
比較可能な単産で、前年同期より「定昇＋ベア」獲得組合数が増加したのは、JMIU、生協労連

（各 11 組合増）、化学一般労連（10 組合増）、民放労連（7 組合増）、全農協労連、全倉運（各 3
組合増）、建設関連労連、金融労連、全損保（各 2 組合増）となっています。 

「ベアゼロ・定昇のみ」回答は 465 組合・70.3%で、前回調査（402 組合・69.8%）から 0.5 ㌽

増しましたが、前年同期（562 組合・77.8%）からは 7.5 ㌽減少しています。 
 一方で、全農協労連での「定昇ストップかつ 5%の賃金カット」や生協労連、特殊法人労連の計

7 組合で「賃金引下げ提案」が出されています。 
 ＜定昇制度なし＞の職場（回答 399 組合）では、「有額獲得」を引き出した組合は 341 組合で、

回答組合中 85.5%となっています。前回調査（317 組合 87.8%）からは比率で 2.3 ㌽減となってい

まが、前年同期（420 組合・79.2%）と比べると 6.3 ㌽増となっており、依然として前年を上回る

状況で推移しています。 



 「ゼロ回答」は 58 組合（回答組合中 14.5%）となっており、現段階で「賃金引下げ回答」の報

告は寄せられていません。 
 「定昇のみ」や「ゼロ回答」が一定数にのぼる状況となっていますが、「定昇＋ベア」回答、「有

額獲得」が例年に比べ増え、「数年ぶりのベア獲得」などの報告も寄せられるなど一定の前進が伺

える状況となっています。 

５.平均賃上げ額・率とベースアップ平均額 
回答があった 1699 組合のうち、単純平均（一組合あたりの平均）額の掲示があった 758 組合で

の平均賃上げ額は 5,265 円となっています。前回調査（5,285 円）から 20 円減となり、前年同期

（5,257 円）を 8 円上回っています。 
平均賃上げ率は、524 組合の平均で 2.05％と、前回調査（2.03%）から 0.02 ㌽増、前年同期（2.12％）

を 0.07 ㌽下回っています。 
賃上げの回答水準は、全体としては前年並みの水準にとどまっています。そうした中でも建設関

連労連（前年同期比 1,929 円増）、映演労連（852 円増）、出版労連（670 円増）、合同繊維（463
円増）、全倉運（325 円増）、生協労連（162 円増）、JMIU（133 円増）、全農協労連（19 円増）で

は僅かですが、前年同期を上回っています。 
 ベースアップ相当分の水準をみると額掲示のあった 166 組合の単純平均は 1,955 円となり、前回

調査（159 組合平均 1,930 円）から微増（25 円増）しています。  
 単産別にみると、建設関連労連（2 組合平均 2,000 円）、JMIU（22 組合平均 1,693 円）、生協労

連（17 組合平均 2,121 円）、金融労連（2 組合平均 2,161 円）、全印総連（4 組合平均 1,175 円）、

民放労連（27 組合平均 2,782 円）出版労連（50 組合平均 2,782 円）、映演労連（2 組合平均 1,800
円）、日本医労連（39 組合平均 976 円）、郵政ユニオン（1,000 円）となっています。 

６.ストライキ実施状況 
 ストライキの実施状況は、242 組合（調査組合中 10.7%）でのべ 300 回（同 13.2%）となってい

ます。 
 映演労連では、4 月 22 日に全単組でのベースアップと大幅賃上げの実現などを求めて、産別統

一ストライキを決行しました。全国 13 ヵ所で集会が行われ、約 400 人が参加。単組間のオルグ交

換も活発に行われました。ストライキなどの実力行使も背景に、「組合の出した要求回答指定日に

対し、使用者側が合わせる努力をしはじめている」との報告も寄せられています。 

７.妥結状況 
現時点で妥結もしくは妥結方向となっているのは、要求提出組合の 31.1%にあたる 528 組合とな

っています。前回調査（319 組合・19.3%）から 209 組合・11.8 ㌽上昇しています。 
検数労連、郵政ユニオンは全組合で収束を向かえ、JMIU、化学一般労連、合同繊維、全倉運、

生協労連、出版労連では 6 割以上が春闘決着をしています。 
一方で、まだ多くの組合が妥結せずにたたかいを継続しています。流れ解散にせずに、夏季闘争

とも併せ、未解決組合への支援を強化しながら、統一闘争を展開していきましょう。 
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	ベースアップ相当分の水準をみると額掲示のあった166組合の単純平均は1,955円となり、前回調査（159組合平均1,930円）から微増（25円増）しています。
	単産別にみると、建設関連労連（2組合平均2,000円）、JMIU（22組合平均1,693円）、生協労連（17組合平均2,121円）、金融労連（2組合平均2,161円）、全印総連（4組合平均1,175円）、民放労連（27組合平均2,782円）出版労連（50組合平均2,782円）、映演労連（2組合平均1,800円）、日本医労連（39組合平均976円）、郵政ユニオン（1,000円）となっています。
	６.ストライキ実施状況
	ストライキの実施状況は、242組合（調査組合中10.7%）でのべ300回（同13.2%）となっています。
	映演労連では、4月22日に全単組でのベースアップと大幅賃上げの実現などを求めて、産別統一ストライキを決行しました。全国13ヵ所で集会が行われ、約400人が参加。単組間のオルグ交換も活発に行われました。ストライキなどの実力行使も背景に、「組合の出した要求回答指定日に対し、使用者側が合わせる努力をしはじめている」との報告も寄せられています。
	７.妥結状況
	現時点で妥結もしくは妥結方向となっているのは、要求提出組合の31.1%にあたる528組合となっています。前回調査（319組合・19.3%）から209組合・11.8㌽上昇しています。
	検数労連、郵政ユニオンは全組合で収束を向かえ、JMIU、化学一般労連、合同繊維、全倉運、生協労連、出版労連では6割以上が春闘決着をしています。
	一方で、まだ多くの組合が妥結せずにたたかいを継続しています。流れ解散にせずに、夏季闘争とも併せ、未解決組合への支援を強化しながら、統一闘争を展開していきましょう。

